
）

学
校
教
育
目
標

「若竹」のようにしなやかなにのびやかに　そして真っ直ぐに
　[知]　自ら学び、自分の思いを成し遂げる子を育てます。
　[徳]　互いのよさを認め合い、心豊かな感性をもつ子を育てます。
　[体]　健やかな心と体をもち、共に生きる子を育てます。
　[公]　友だち・まち・自然とのふれあいを大切にし、積極的に行動する子を育てます。
　[開]　伝統や文化を大切にし、社会に進んでかかわっていく子を育てます。

学校
概要

創立 55 周年 学校長 高浜　正太郎 副校長

年度版 中期学校経営方針 （ 令和 5 年度修正横浜市立 さちが丘小学校 令和 4 - 6

教育課程全体で
育成を目指す資質・能力

万騎が原中 小中一貫教育推進ブロックにおける
育成を目指す資質・能力を踏まえた

「９年間で育てる子ども像」と具体的取組ブロック

＜自分づくりに関する力＞
＜自分らしさを社会に生かそうとする力＞

万騎が原中学校
万騎が原小学校
二俣川小学校
南本宿小学校

主体的に行動し、自ら学び、互いに高め合うことのできる子ども

・上記、子ども像を実現し、新しい学習指導要領に則った「じっくり考え、高め合い、
次につなげる確かな学び」を意識した、対話的な授業創りに取り組む。
・小中で互いの授業を見合うことでそれぞれの特徴や良さを知り、正しい認識をも
つ。
・小小連携にも触れながら、新しい学習指導要領に則った小中一貫ブロック内でのカ
リキュラムマネジメントを推進する。
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児童生徒数： 673 人 主な関係校： 万騎が原中学校　万騎が原小学校　二俣川小学校　南本宿小学校

大山　美香 2 学期制 一般学級： 20 個別支援学級：

担当 評価委員会・重点研究推進部

徳 人権教育
①豊かな心の育成を目指して、道徳科を要として学校の教育活動全体を通じて行う道徳教育を推進する。②「認
め合い」「褒め合い」「共感し合い」を大切にした親和的な学級経営を通して、児童の自尊感情を高め、集団の一
員として協力してよりよい生活を築こうとする態度を養う。

中
期
取
組
目
標

○児童一人ひとりがのびやかに安心して学べるとともに、「できた」「わかった」楽しさを実感できる学校づくりを目指します
　・「児童の思い」「伝えること」「聴くこと」を大切にした指導を進めていくことで、「主体的・対話的で深い学び」の実現に努めます。
  ・「認め合い」「褒め合い」「共感し合い」を大切にした親和的な学級経営を通して、児童の自尊感情を高めます。
　・日常的な体力づくりを推進していくとともに、保健・食育の学習を通して健康な生活に関する理解を深めます。
　・学校・地域コーディネーターと連携して、まちとつながった学習や地産地消（食育）を推進します。
　・協働的な職員集団を創ることを通して、いじめの未然防止・早期発見・早期解決に努めます。
　・メンター研修や校内研修を通して教職員の人材育成を図るとともに、職場環境や業務改善を推進できる組織運営を行います。

重点取組分野 具体的取組

知 授業改善
①「主体的・対話的な深い学び」の学習場面を、授業の常にしていくべく、算数科の学習指導の研究を中心とし
て、学年で協同して取り組みを進めていく。
②メンター研のメンバーとミドルリーダーの風通しを良くし、研修に協力できるよう、機会を積極的に設定していく。

公
開

地域連携
（SDGｓの推進）

①昨年度に引き続き、保護者・地域の方々と連携し、地域の財として学習場面に積極的に取り込んでいく。②「総
合的な学習の時間」の取組みとして、高学年でSDGｓを取り上げる。昨年度の学習展開を活かしながら、行事関
係の時間を考慮しつつ、より深い学びにつながるように改善を図っていく。

担当 教務

担当 道徳・人権部

体 健康教育
① 運動会、マラソン大会、児童委員会による体力づくり活動を中心とした体力向上に努める。②保健学習、特別
活動を中心とした健康に関する教育活動を推進する。③地産地消の推進、給食の活用を通して、食と安全に関す
る理解を深める。

担当 保健・体育・食育

人材育成・
組織運営(働き方)

①人材育成を充実されるために、校内研修の計画的な実施やメンターチームの効果的な組織運営を図る。②児
童指導案件に協働的に取り組むことを通して教職員個々の児童指導力の向上に努める。③働き方改革委員会を
立ち上げ、組織的にワークライフバランスのとれた働きを推進する。

担当 教務

いじめへの対応
①いじめは絶対にいけないことだという人権意識を育てながら、自分の行動がいついじめにつながってもおかしく
ないことを考えられるように支援する。。②児童が安心して過ごせるように、聞き取りの仕方や報告の仕方などを
研修や共通理解を行う。③職員一人で抱え込まず、専任を中心としてチームで動く。

担当 児童指導部

特別支援教育
①不登校、学校渋りの児童に対して保護者と連携をとりながら、チームで取り組んでいく。②ひまわり教室を必要
に応じて利用していくことで、学習支援を行う。③SSWやSCなど外部機関とも連携して、子どもや保護者の問題解
決に向けて取り組んでいく。

担当 特別支援委員会

地域学校協働活動
①地域の方々による登下校時の見守り活動について、学校運営協議会で協議をして、安全対策の更なる充実を
図る。②地域コーディネーターを中心に、各自治体との連携をとり、地域の材を多く取り入れ、地域全体で学校教
育を進めていく。

担当 教務

情報教育
①算数科や理科におけるプログラミング的思考を他教科にも広げていく。②タブレットの授業内での活用方法に
ついての研修を引き続き実施していく。また、ネットリテラシーに関して、安全性や利用ルールについて学校で統
一していくことができるように、研修会を開催し、共通認識していく。

担当 情報部

児童生徒指導
①月に１度の職員会議等を通して情報交換を行うことで、児童指導について共通理解を深めていく。②「静かに並
んで歩く」「あいさつをする」は高学年を中心に意識的に声をかけ、支援していく。③外部機関を使ってスマホなど
の使い方を学年に応じて指導していく。また、保護者への啓発を進めていく。

担当 児童指導部


